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白
鳥
潤
一
郎
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

１　

問
題
の
所
在
と
分
析
の
視
座

　

白
鳥
潤
一
郎
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
戦
後
日
本
に

お
け
る
資
源
外
交
の
形
成 
一
九
六
七
―
一
九
七
四
年
」
は
、
日
本
に

お
け
る
資
源
外
交
の
形
成
を
検
討
し
た
研
究
で
あ
る
。
資
源
外
交
が

政
策
課
題
と
し
て
政
治
レ
ベ
ル
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は

第
一
次
石
油
危
機
発
生
の
直
前
で
あ
っ
た
が
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
検

討
は
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
本
論
文
は
、
政
府
部
内
で
資

源
問
題
が
外
交
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
九

六
七
年
六
月
の
第
三
次
中
東
戦
争
を
起
点
に
設
定
し
、
七
三
年
一
〇

月
に
発
生
し
た
第
一
次
石
油
危
機
を
挟
ん
で
、
七
四
年
一
一
月
の
国

際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
設
立
へ
の
参
画
に
至
る
一
連
の
取
り
組
み
を
、

日
本
に
お
け
る
資
源
外
交
の
形
成
過
程
と
し
て
分
析
す
る
。

　

分
析
の
前
提
と
し
て
設
定
さ
れ
る
の
は
、
資
源
外
交
が
形
成
さ
れ

る
背
景
と
な
っ
た
国
際
石
油
市
場
の
構
造
変
動
を
含
む
国
際
経
済
秩

序
の
動
揺
と
、
日
本
の
経
済
大
国
化
と
い
う
二
つ
の
構
造
的
な
要
因

で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
下
で

構
築
さ
れ
た
自
由
主
義
的
か
つ
開
放
的
な
国
際
経
済
秩
序
の
恩
恵
を

受
け
て
一
九
六
〇
年
代
末
ま
で
に
経
済
大
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、
自
ら
の
経
済

成
長
の
前
提
と
な
っ
て
き
た
国
際
経
済
秩
序
の
動
揺
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
七
一
年
夏
か
ら
始
ま
る
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
し
て
七
三
年
秋

か
ら
の
第
一
次
石
油
危
機
と
い
う
形
で
端
的
に
示
さ
れ
た
。
敗
戦
国

で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、
国
際
経
済
秩
序
と
は
復
帰
す
る
も
の
で

あ
っ
た
し
、
六
〇
年
代
に
入
っ
て
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機

構
）
の
よ
う
な
主
要
な
国
際
機
関
は
加
盟
を
目
指
す
対
象
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
は
、
主
要
国
の
一
員
と

し
て
七
〇
年
代
前
半
に
顕
在
化
し
た
国
際
経
済
秩
序
の
動
揺
に
対
処

す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
国
際
経
済
秩
序

が
動
揺
す
る
中
で
経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
が
新
た
に
取
り
組
む
こ

と
を
迫
ら
れ
た
課
題
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
め
ぐ
る
一
群
の
問
題

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
資
源
外
交
の
形
成
過
程
を
検
討
す
る
こ
と

は
、
国
際
経
済
秩
序
の
変
動
と
経
済
大
国
化
が
も
た
ら
し
た
課
題
に

日
本
外
交
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
と
い
う
問
い
と
密
接
に

関
係
し
、
さ
ら
に
、
日
米
関
係
や
対
ア
ジ
ア
外
交
の
観
点
か
ら
語
ら

れ
が
ち
だ
っ
た
戦
後
日
本
外
交
の
新
た
な
側
面
に
光
を
当
て
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

　

本
論
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
資
源
外
交
は
、
当
該
期
に
お
け
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る
国
際
石
油
市
場
に
お
け
る
変
動
に
対
応
す
る
以
下
の
三
つ
の
政
策

の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
第
一
は
、
世
界
的
な
需
給
関

係
逼
迫
に
対
応
す
る
海
外
資
源
開
発
の
支
援
、
第
二
は
、
ア
メ
リ
カ

の
石
油
事
情
の
急
速
な
変
化
に
対
応
す
る
消
費
国
間
協
調
へ
の
参
画
、

そ
し
て
第
三
は
、
産
油
国
の
間
で
高
ま
っ
て
い
た
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
へ
の
対
応
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
三
つ
の
領
域
に
加
え
て
、

中
東
に
石
油
資
源
が
偏
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中
東
政
策
も
そ
の

連
関
を
意
識
し
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
の

組
み
合
わ
せ
と
し
て
資
源
外
交
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
第
一
次
石
油

危
機
に
お
け
る
短
期
的
な
対
応
に
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た
石
油
資
源

を
め
ぐ
る
日
本
外
交
を
、
よ
り
時
間
的
・
空
間
的
に
広
が
り
を
持
つ

資
源
確
保
の
た
め
の
政
策
的
努
力
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

　

本
論
文
は
、
以
上
の
問
題
設
定
と
分
析
的
視
座
に
基
づ
い
て
、
戦

後
日
本
に
お
け
る
資
源
外
交
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
詳
細
か
つ
実
証

的
な
分
析
を
展
開
す
る
。
以
下
、
本
論
文
の
概
要
を
説
明
す
る
。

２　

論
文
の
内
容

　

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
論

第
１
章　

外
交
課
題
と
し
て
の
資
源
問
題
の
浮
上

　

第
１
節　

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
と
資
源
外
交
の
関
係

　

第
２
節　

第
三
次
中
東
戦
争
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
対
応
―
一
九
六

七
年
六
月
―
六
八
年
二
月

　

第
３
節　

資
源
外
交
の
胎
動
―
一
九
六
四
年
八
月
―
六
九
年
一
〇
月

第
２
章　

資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と
消
費
国
間
協
調
の
模
索

　

第
１
節　

リ
ビ
ア
の
政
変
と
国
際
石
油
市
場
の
変
動
―
一
九
六
九
年

九
月
―
七
一
年
三
月

　

第
２
節　

産
油
国
と
国
際
石
油
資
本
の
対
峙
―
一
九
七
一
年
四
月
―

七
二
年
一
〇
月

　

第
３
節　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
緊
急
時
石
油
融
通
措
置
の
検
討
―
一

九
七
二
年
一
〇
月
―
七
三
年
一
〇
月

第
３
章　

第
一
次
石
油
危
機
と
中
東
政
策
「
明
確
化
」
の
政
治
過
程

　

第
１
節　

日
本
政
府
の
中
東
政
策
検
討
と
第
一
次
石
油
危
機
の
発
生

―
一
九
六
九
年
一
一
月
―
七
三
年
一
〇
月

　

第
２
節　

二
階
堂
官
房
長
官
談
話
の
発
表
―
一
九
七
三
年
一
一
月

　

第
３
節　

中
東
へ
の
特
使
派
遣
と
「
友
好
国
」
認
定
―
一
九
七
三
年

一
二
月

第
４
章　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
と
国
連
資
源
問
題
特
別
総

会

　

第
１
節　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
開
催
―
一
九
七
三
年

一
二
月
―
七
四
年
二
月

　

第
２
節　

国
連
特
別
総
会
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
整
グ
ル
ー
プ
の
交
錯
―
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一
九
七
四
年
一
月
―
五
月

　

第
３
節　

産
油
国
と
の
対
話
の
行
方
と
消
費
国
機
関
設
立
案
の
浮
上

―
一
九
七
四
年
三
月
―
四
月

第
５
章　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
設
立
交
渉

　

第
１
節　

消
費
国
機
関
設
立
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
―
一
九
七
四
年
四

月
―
六
月

　

第
２
節　

消
費
国
機
関
設
立
交
渉
参
加
に
向
け
た
調
整
―
一
九
七
四

年
六
月
―
七
月

　

第
３
節　

消
費
国
機
関
設
立
に
向
け
た
交
渉
―
一
九
七
四
年
六
月
―

一
一
月

結
論

主
要
参
考
文
献

　

第
１
章
「
外
交
課
題
と
し
て
の
資
源
問
題
の
浮
上
」
は
、
国
際
石

油
市
場
に
お
け
る
構
造
変
動
が
顕
在
化
す
る
以
前
の
時
代
を
検
討
し
、

外
交
課
題
と
し
て
資
源
問
題
が
浮
上
し
た
経
緯
と
背
景
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
日
本
で
資
源
問
題
が
外
交
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
の
は
、

国
際
石
油
資
本
の
圧
倒
的
な
優
位
が
続
い
て
い
た
一
九
六
〇
年
代
末

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
資
源
外
交
が
政
策
課
題
と
し
て
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
六
〇
年
代
初
頭
に
主
要
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
を
国
産
の
石
炭
か
ら
輸
入
石
油
へ
転
換
す
る
と
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
を
達
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
出
遅
れ
て
い
た
海
外
石
油

資
源
の
開
発
促
進
と
、
国
際
石
油
市
場
の
安
定
が
失
わ
れ
る
よ
う
な

事
態
へ
の
対
応
が
潜
在
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
資
源
問
題
が
外
交
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
六
七
年
六
月
の
第
三
次
中
東
戦
争
に
際
し
て
、
対
英

米
石
油
禁
輸
措
置
な
ど
の
石
油
戦
略
を
ア
ラ
ブ
諸
国
が
採
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
結
果
的
に
こ
の
石
油
戦
略
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
ア
ラ

ブ
諸
国
が
中
東
紛
争
を
有
利
に
運
ぶ
た
め
に
石
油
を
「
武
器
」
と
し

て
用
い
た
事
実
は
、
石
油
消
費
国
の
政
策
担
当
者
の
脳
裏
に
し
っ
か

り
と
刻
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
石
油
戦
略
へ
の
対
応
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
審
議
さ
れ
、
そ
こ
で
日

本
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
一
員
と
し
て
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
一

方
で
、
そ
れ
が
ア
ラ
ブ
諸
国
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
石
油
供
給

確
保
に
リ
ス
ク
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
デ
ィ
レ
ン
マ
を
認

識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
第
三
次
中
東
戦
争
の
経
験
の
後
、

外
務
省
経
済
局
の
経
済
統
合
課
の
所
掌
事
務
に
資
源
問
題
が
加
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
資
源
問
題
を
担
当
す
る
部
局
が
誕
生
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
処
理
を
中
心
と
す
る
従
来
の
外
交
体
制

か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
外
務
省
で
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
検
討
さ
れ

て
い
た
大
規
模
な
機
構
改
革
に
伴
う
、
経
済
局
の
多
国
間
外
交
機
能

強
化
の
一
環
と
し
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
、
資
源
問
題

は
南
北
問
題
と
の
関
連
で
部
局
の
新
設
が
模
索
さ
れ
て
い
た
が
、
第
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三
次
中
東
戦
争
を
経
て
、
南
北
問
題
と
切
り
離
さ
れ
た
形
で
経
済
統

合
課
の
所
掌
事
務
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
日
本
の
資
源
外
交

は
始
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
２
章
「
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と
消
費
国
間
協
調
の
模

索
」
は
、
産
油
国
で
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
、
国
際
石
油

市
場
に
お
け
る
価
格
形
成
力
が
、
国
際
石
油
資
本
か
ら
産
油
国
へ

徐
々
に
移
行
す
る
第
一
次
石
油
危
機
に
至
る
時
期
を
検
討
す
る
。
一

九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
石
油
輸
出
国
機
構
）
と
国
際

石
油
資
本
と
の
間
で
産
油
国
側
に
有
利
な
協
定
が
次
々
と
結
ば
れ
て

い
っ
た
。
第
一
次
石
油
危
機
が
発
生
す
る
一
九
七
三
年
に
入
っ
た
頃

に
は
、
石
油
市
場
が
「
売
り
手
市
場
」
に
変
貌
を
遂
げ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
産
油
国
側
の
攻
勢
を
受
け
て
、
国
際
的

に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
を
中
心
に
様
々
な
形
で
消
費
国
間
協
調
が
模
索
さ
れ

た
。
石
油
危
機
の
直
前
に
は
、
緊
急
時
の
石
油
融
通
に
関
す
る
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
の
作
業
部
会
が
設
置
さ
れ
、
日
本
も
そ
こ
に
参
加
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
消
費
国
間
協
調
へ
の
参
画
と
並
行
し
て
、
日
本
国
内
で

は
資
源
外
交
に
関
す
る
態
勢
整
備
が
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
資
源
外
交

の
具
体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
種
の
調
査
団
派

遣
や
内
部
の
検
討
文
書
、
そ
し
て
そ
の
時
々
の
石
油
情
勢
分
析
か
ら

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
当
初
は
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
な
海
外
資
源

開
発
支
援
策
の
検
討
や
石
油
情
勢
に
関
す
る
情
報
収
集
が
中
心
で

あ
っ
た
日
本
の
資
源
外
交
が
、
徐
々
に
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
ル
な
消
費
国

間
協
調
へ
の
参
画
を
目
指
す
方
向
に
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
一
次
石
油
危
機
発
生
の
約
半
年
前
に
は
、
産
油
国
と
消
費
国
の
双

方
を
視
野
に
入
れ
た
国
際
協
調
を
重
視
し
、
さ
ら
に
消
費
国
間
協
調

に
参
画
し
て
い
く
こ
と
で
国
際
石
油
市
場
の
安
定
を
目
指
す
と
い
う
、

石
油
危
機
後
も
踏
襲
さ
れ
る
資
源
外
交
の
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
た
頃
か
ら
、
そ
れ
ま
で
担
当
者
レ

ベ
ル
の
関
心
に
限
ら
れ
て
い
た
資
源
外
交
が
、
石
油
情
勢
が
厳
し
さ

を
増
す
と
と
も
に
政
治
レ
ベ
ル
で
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一

九
七
三
年
夏
ま
で
に
、
閣
僚
の
間
で
は
資
源
外
交
に
対
す
る
認
識
を

め
ぐ
っ
て
明
ら
か
な
対
立
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
消
費
国
間
協
調
の
意
義
を
認
め
ず
、
産
油
国
に
接
近
す
る
こ
と

で
資
源
確
保
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
通
産
相
の
中
曽
根
康
弘
と
、
資

源
確
保
よ
り
も
価
格
の
側
面
を
重
視
し
、
資
源
問
題
を
国
際
経
済
秩

序
の
中
で
捉
え
て
消
費
国
間
協
調
参
画
を
目
指
そ
う
と
す
る
大
平
正

芳
外
相
の
対
立
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
の
間
で
、
田
中
角
栄
首
相
は
、

通
商
政
策
と
し
て
の
海
外
資
源
開
発
の
促
進
に
は
積
極
的
な
が
ら
も
、

外
交
面
で
は
日
米
協
調
を
重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
こ
う
し

た
構
図
は
基
本
的
に
、
第
一
次
石
油
危
機
後
の
資
源
外
交
に
引
き
継

が
れ
て
い
く
。
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第
３
章
「
第
一
次
石
油
危
機
と
中
東
政
策
「
明
確
化
」
の
政
治
過

程
」
は
、
国
際
石
油
市
場
の
構
造
変
動
を
背
景
と
す
る
産
油
国
の
石

油
戦
略
に
よ
っ
て
発
生
し
た
第
一
次
石
油
危
機
へ
の
短
期
的
な
対
応

を
検
討
す
る
。
一
九
七
三
年
一
〇
月
に
第
一
次
石
油
危
機
が
発
生
す

る
と
、
日
本
は
、
第
三
次
中
東
戦
争
以
来
の
曖
昧
さ
を
残
し
た
ア
ラ

ブ
諸
国
寄
り
の
中
立
と
い
う
中
東
政
策
を
「
明
確
化
」
し
、
そ
の
説

明
の
た
め
に
三
木
特
使
を
中
東
諸
国
に
派
遣
し
た
。「
明
確
化
」
の

政
治
過
程
は
、
石
油
危
機
以
前
に
担
当
者
の
間
で
時
間
を
か
け
て
進

め
ら
れ
た
資
源
外
交
の
基
本
方
針
策
定
と
は
異
な
り
、
多
様
な
ア
ク

タ
ー
の
利
害
関
心
が
交
錯
す
る
中
で
短
期
的
な
決
断
が
求
め
ら
れ
た

例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
明
確
化
」
を
め
ぐ
っ
て
日
本
政
府
内

に
は
、
①
中
東
政
策
、
②
石
油
確
保
、
③
石
油
市
場
、
④
対
米
関
係

を
そ
れ
ぞ
れ
重
視
す
る
四
つ
の
立
場
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

立
場
の
調
整
を
経
て
行
わ
れ
た
「
明
確
化
」
は
、
第
三
次
中
東
戦
争

後
か
ら
内
部
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
中
東
政
策
の
延
長
線
上
に

位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
産
油
国
に
接
近
す
る
こ
と
で
石
油
確
保
を

図
る
べ
き
だ
と
い
う
国
内
の
強
い
圧
力
の
下
に
実
現
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　

第
４
章
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
と
国
連
資
源
問
題
特

別
総
会
」
は
、
第
一
次
石
油
危
機
の
発
生
に
よ
っ
て
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に

よ
る
市
場
支
配
が
決
定
的
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
再
始
動
し
た
消

費
国
間
協
調
と
、
新
た
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
消
費
国
と
産
油
国

と
の
対
話
を
取
り
上
げ
、
日
本
が
消
費
国
間
協
調
を
重
視
す
る
姿
勢

に
傾
い
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
意
図
を
検
討
す
る
。
石
油
危
機
の

発
生
以
前
か
ら
資
源
外
交
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
た
外
務
省
の

宮
崎
弘
道
経
済
局
長
ら
資
源
外
交
の
担
当
者
は
、
中
東
政
策
「
明
確

化
」
の
動
き
を
冷
や
や
か
に
眺
め
、
石
油
危
機
後
の
消
費
国
間
協
調

参
画
を
見
据
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
危
機
に
お
け
る
「
量
」

の
側
面
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
「
明
確
化
」
に
よ
っ

て
は
「
価
格
」
の
問
題
を
解
決
し
え
な
い
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
下
で
消
費
国
間
協

調
が
再
始
動
す
る
と
、
産
油
国
と
の
対
話
促
進
と
い
う
旗
印
を
掲
げ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
整
グ
ル
ー

プ
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
消
費
国
間
協
調
と
並
行
し
て
、
資
源
問
題
を
南
北
問
題
と
結

び
つ
け
よ
う
と
す
る
動
き
が
国
際
的
に
浮
上
し
、
そ
れ
は
一
九
七
四

年
四
月
に
始
ま
る
国
連
資
源
問
題
特
別
総
会
と
し
て
実
現
し
た
。
し

か
し
、
石
油
危
機
以
前
か
ら
南
北
問
題
と
資
源
問
題
を
結
び
つ
け
る

こ
と
に
消
極
的
で
あ
っ
た
日
本
は
、
特
別
総
会
で
具
体
的
な
コ
ミ
ッ

ト
を
す
る
こ
と
を
避
け
、
消
費
国
間
協
調
を
優
先
す
る
姿
勢
を
示
し

た
。
こ
の
頃
ま
で
に
、
石
油
情
勢
の
落
ち
着
き
も
あ
り
、
担
当
者
の

間
で
は
、
産
油
国
と
の
対
話
は
あ
く
ま
で
大
義
名
分
と
し
て
掲
げ
つ



特 別 記 事

115

つ
も
消
費
国
間
協
調
参
画
を
優
先
す
る
と
い
う
方
針
が
固
ま
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

第
５
章
「
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
設
立
交
渉
」
は
、
対
米
禁
輸
解

除
で
ア
ラ
ブ
諸
国
に
よ
る
石
油
戦
略
も
概
ね
終
息
し
、
石
油
市
場
に

一
定
の
安
定
が
回
復
し
た
時
期
を
扱
い
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
設

立
に
至
る
交
渉
に
お
け
る
日
本
の
対
応
を
検
討
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の

提
案
に
基
づ
き
、
新
た
な
消
費
国
機
関
と
し
て
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

関
を
設
立
す
る
交
渉
が
始
ま
る
と
日
本
は
積
極
的
に
参
画
し
て
い
っ

た
。
そ
れ
は
、
石
油
の
よ
う
な
国
際
商
品
に
お
い
て
は
一
国
の
み
の

供
給
が
安
定
す
る
よ
う
な
事
態
は
あ
り
え
ず
、
消
費
国
間
協
調
に

よ
っ
て
世
界
全
体
の
供
給
安
定
を
図
る
こ
と
で
脆
弱
性
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
認
識
が
、
宮
崎
経
済
局
長
や
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
豊
永
惠
哉
国
際
資
源
課
長
と
い
っ
た
資
源
外
交
の
担
当
者

の
間
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
大
平
外
相
も
こ

の
よ
う
な
認
識
を
共
有
し
、
消
費
国
間
協
調
へ
の
参
画
を
強
く
後
押

し
し
た
。
石
油
市
場
が
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
中
で
、
中
曽

根
通
産
相
も
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
設
立
交
渉
参
画
に
強
く
異
議
を

唱
え
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
中
東
政
策
「
明
確
化
」
に
つ

い
て
は
大
平
と
対
立
し
た
田
中
は
消
費
国
間
協
調
に
批
判
的
な
姿
勢

を
一
切
示
さ
な
か
っ
た
。「
明
確
化
」
の
際
に
ア
メ
リ
カ
と
対
立
し

た
こ
と
は
、
通
商
政
策
と
し
て
の
海
外
資
源
開
発
を
重
視
し
つ
つ
も

対
米
基
軸
を
外
交
の
基
本
に
据
え
る
田
中
に
と
っ
て
む
し
ろ
例
外
で

あ
り
、
消
費
国
間
協
調
に
積
極
的
に
反
対
す
る
理
由
は
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
具
体
的
な
消
費
国
間
協
調
に
向
け
た
交
渉
に
お
い
て
は
、

日
本
は
、
産
油
国
と
の
対
決
姿
勢
が
強
い
ア
メ
リ
カ
の
構
想
を
、
他

の
消
費
国
と
協
力
す
る
こ
と
で
穏
や
か
な
も
の
に
す
る
よ
う
努
め
た
。

ま
た
、
交
渉
の
焦
点
に
な
っ
た
機
構
問
題
と
合
意
形
式
に
つ
い
て
、

日
本
は
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
傘
下
に
設
置
す
る

こ
と
を
主
導
し
た
。
そ
れ
は
国
際
的
な
配
慮
と
い
う
面
も
あ
っ
た
が
、

産
油
国
に
接
近
す
る
こ
と
で
石
油
確
保
を
図
る
べ
き
だ
と
い
う
声
が

国
内
で
依
然
と
し
て
強
く
、
難
航
が
予
想
さ
れ
た
国
会
審
議
と
、
国

際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
設
立
交
渉
を
切
り
離
す
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

交
渉
の
最
終
局
面
で
、
日
本
は
自
ら
の
参
加
を
人
質
に
と
る
と
い
う

強
硬
な
交
渉
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
そ
の
主
張
を
各
国
に
受
け
入
れ

さ
せ
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
七
四
年
一
一
月
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
傘
下
に
設

置
さ
れ
た
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
に
、
日
本
は
原
加
盟
国
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

結
論
と
し
て
、
資
源
外
交
の
形
成
過
程
を
通
じ
て
、
日
本
が
国
際

経
済
秩
序
の
「
共
同
管
理
者
」
と
も
い
う
べ
き
新
た
な
役
割
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
過
程
を
第
一
次
石
油

危
機
へ
の
対
応
と
し
て
整
理
す
れ
ば
、
日
本
は
、
石
油
市
場
の
構
造
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変
動
と
い
う
危
機
の
「
間
接
要
因
」
と
石
油
価
格
の
問
題
に
は
消
費

国
間
協
調
に
参
画
す
る
こ
と
で
対
応
し
、「
直
接
要
因
」
と
石
油
輸

入
量
の
確
保
の
問
題
に
は
中
東
政
策
の
「
明
確
化
」
に
よ
っ
て
対
応

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
応
が
い
ず
れ
も
石
油
危
機
以
前
か
ら

政
府
内
部
で
進
め
ら
れ
て
い
た
検
討
の
延
長
戦
上
に
あ
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
中
東
政
策
の
「
明
確
化
」
に
至
る
決
定

過
程
の
混
乱
や
、
石
油
市
場
認
識
の
政
府
部
内
で
の
不
一
致
と
い
っ

た
限
界
を
抱
え
つ
つ
も
、
第
一
次
石
油
危
機
に
対
し
て
日
本
外
交
は

概
ね
適
切
に
対
処
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

論
文
の
評
価

　

経
済
外
交
が
と
り
わ
け
戦
後
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る

こ
と
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
し
、
第
一
次
石
油
危
機
に
お
い
て
、

日
本
が
ア
ラ
ブ
産
油
国
と
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
困
難
な
外
交
的
選
択

を
迫
ら
れ
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
経

済
の
実
態
と
外
交
を
総
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、

国
際
政
治
環
境
を
所
与
と
し
て
純
経
済
的
な
市
場
分
析
が
蓄
積
さ
れ

る
一
方
で
、
資
源
確
保
を
め
ぐ
る
重
商
主
義
的
外
交
ゲ
ー
ム
が
市
場

の
実
態
と
は
無
関
係
に
語
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、
往
々
に
し
て
こ
の

分
野
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
姿
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
は
、
第
一
次

石
油
危
機
に
お
い
て
一
挙
に
表
面
化
し
た
政
治
過
程
や
外
交
過
程
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
が
ち
な
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
外
交
史
研
究
の
議

論
を
、
石
油
市
場
の
構
造
変
動
と
い
う
広
い
文
脈
で
検
討
し
な
お
す

こ
と
で
、
斬
新
か
つ
興
味
深
い
洞
察
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

本
論
文
の
主
要
な
学
問
的
貢
献
と
し
て
評
価
で
き
る
点
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
日
本
政
府
の
担
当
部
局
で
は
石
油
市
場
の
構
造
的
変
動

に
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
お
り
、
資
源
外
交
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
分
析
・
検
討
は
す
で
に
第
三
次
中
東
戦
争
後
に
開
始
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
第
一
次
石
油
危
機

後
に
展
開
さ
れ
た
一
連
の
基
本
政
策
の
「
明
確
化
」
は
、
あ
く
ま
で

こ
う
い
っ
た
従
前
の
分
析
や
政
策
的
検
討
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
点
が
、
公
文
書
の
分
析
だ
け
で
は
な

く
、
外
務
省
の
機
構
改
革
と
の
関
連
で
論
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

本
論
文
の
特
徴
的
か
つ
説
得
的
な
論
点
で
あ
り
、
学
界
へ
の
貢
献
も

大
き
い
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
に
、
石
油
危
機
に
対
す
る
日
本
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
、
従

来
の
研
究
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
視
角
を
提
供
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
秋
に
一
挙
に
問
題
が
表
面
化
し
、

多
数
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
こ
の
問
題
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

政
治
過
程
は
不
可
避
的
に
錯
綜
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
従
来
は
こ
の

時
期
の
一
連
の
対
応
に
の
み
注
目
し
て
、
日
本
政
府
の
判
断
の
誤
り
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や
対
応
の
混
乱
ぶ
り
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
石
油
危
機
に

あ
た
っ
て
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
石
油
の
短
期
的
な
量
的
確
保
は
実

の
と
こ
ろ
問
題
の
性
質
上
も
っ
と
も
深
刻
な
課
題
で
は
な
く
、
石
油

市
場
の
構
造
的
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
石
油
価
格
の
中
長
期
的
上
昇

こ
そ
が
問
題
の
実
相
で
あ
る
こ
と
が
、
す
で
に
日
本
政
府
の
担
当
部

局
で
は
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
消
費
国
間
協

調
が
精
力
的
に
追
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
本
論
文

の
分
析
は
、
こ
れ
ま
で
の
理
解
を
超
え
る
斬
新
な
も
の
と
評
価
で
き

る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
通
説
で
は
対
立
の
側

面
が
強
調
さ
れ
る
石
油
危
機
時
の
日
米
関
係
に
つ
い
て
も
、
石
油
危

機
前
後
の
消
費
国
間
協
調
を
考
え
れ
ば
、
大
局
的
に
は
日
米
は
資
源

外
交
と
い
う
新
た
な
領
域
で
協
力
し
た
と
評
価
す
る
本
論
文
の
主
張

は
、
学
問
的
価
値
の
高
い
斬
新
性
を
備
え
て
い
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

第
三
に
、
資
源
外
交
を
語
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
投
影
さ
れ
た
一
九

七
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
国
際
的
役
割
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
意
識

を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
へ
の
依
存
を
軽
減
し
日
本
の
主
体
性
を
強
化
す
る
た
め
の
独
自
の

資
源
開
発
や
資
源
外
交
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
中
曽
根
康
弘
ら
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
一
方
で
あ
り
、
他
方
で
消
費
国
間
協
調
を
重
視
し
、

西
側
先
進
国
の
一
員
と
し
て
国
際
秩
序
の
共
同
管
理
者
と
し
て
歩
も

う
と
す
る
大
平
正
芳
、
そ
し
て
ソ
連
を
含
む
地
域
で
も
積
極
的
に
資

源
開
発
を
試
み
た
も
の
の
、
結
局
は
消
費
国
間
協
調
を
選
ん
だ
田
中

角
栄
ら
の
対
立
の
構
図
は
、
七
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
外
交
戦
略
的

構
想
と
関
連
し
て
い
た
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
論
点
は
、
い
ず
れ
も
近
年
公
開
さ
れ
た
外
交
文
書
は
も

ち
ろ
ん
、
関
係
者
の
聞
き
取
り
調
査
や
情
報
公
開
法
に
よ
っ
て
取
得

し
た
未
公
開
政
府
文
書
な
ど
を
縦
横
に
利
用
し
て
論
証
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
近
年
の
若
手
研
究
者
に
よ
る
外
交
史
研
究
の
実
証
度
は
非
常

に
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
こ
の
研
究
の
論
証
の
資
料
的

密
度
は
特
筆
す
べ
き
高
さ
を
示
し
て
い
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

優
れ
た
研
究
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
今
後
の
研
究
を
一
層
高
い
水
準
の

も
の
に
す
べ
く
、
以
下
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
本

論
で
は
石
油
戦
略
を
打
ち
出
し
た
産
油
国
と
の
対
話
は
、
日
本
政
府

に
と
っ
て
概
ね
「
大
義
名
分
」
で
あ
り
、
消
費
国
間
協
調
が
「
本

音
」
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
だ
が
、
仮
に
そ
う
で
あ

る
に
し
て
も
一
九
七
〇
年
代
の
世
界
で
は
、
開
発
途
上
国
の
発
言
力

は
非
常
に
強
く
、
日
本
も
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
決
定
に
一
喜
一
憂
し
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
点
は
も
う
一
段
詳
し
い
検
討
が
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
中
曽
根
、
大
平
、
田
中
の
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
の
相
違
は
、
政
治
家
の
個
人
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
相
違
に

よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
通
産
大
臣
、
外
務
大
臣
、
そ
し
て
首
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相
と
い
う
当
時
の
政
府
内
で
の
役
職
や
立
場
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

は
た
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
党
内
政
治
的
な
思
惑
が
作
用
し
た
も
の
な
の

か
。
政
府
内
政
治
的
な
観
点
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
よ
り
詳

細
な
分
析
を
期
待
し
た
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
点
は
、
す
で
に
高
い
完
成
度
に
あ
る
本

論
文
そ
の
も
の
の
価
値
を
損
ね
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
な
お
、

本
論
文
の
第
一
章
お
よ
び
第
二
章
の
内
容
を
圧
縮
し
た
形
で
す
で
に

発
表
さ
れ
た
単
独
論
文
は
、
二
〇
一
一
年
度
の
国
際
安
全
保
障
学
会

の
最
優
秀
新
人
論
文
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
白
鳥
君
の
研
究
は
す
で

に
学
界
で
も
広
く
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
た
い
。
以
上
の

検
討
に
よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
本
博
士
学
位
請
求
論
文
が
学
問
的

に
価
値
の
あ
る
主
張
を
高
い
実
証
性
で
支
え
た
優
れ
た
学
術
研
究
で

あ
る
こ
と
を
認
め
、
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を

授
与
す
る
こ
と
を
、
強
く
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
二
月
二
七
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　
　
　
　
　
　

　
　
　
法
学
研
究
科
委
員　

博
士（
法
学
）　

田
所　

昌
幸

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　
　
　
　
　
　

法 

学 

研 

究 

科 

委 

員　

Ph. 

D.　

添
谷　

芳
秀

副
査　

東
京
大
学
名
誉
教
授　
　
　
　
　
　

Ph. 

D.　

渡
邉　

昭
夫


